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学
習
意
欲
の
低
下 

 

 

 

「つまずき」の現状 
〔全国学力･学習状況調査の結果や日常の授業場面から（例）〕 

平成 29 年 3 月 教育課題研究 授業改善研究会作成 

学びの質の向上 

授 業 改 善 

学習内容   学びの過程 
（何を学ぶか）（どのように学ぶか） 

授業の準備・ 
（指導･評価計画） 
教材研究 等の不足 

基
礎
的
・
基
本
的 

知
識
や
技
能
の
未
定
着 

応
用
力
・ 

活
用
す
る
力
の
不
足 

等 

 

学校、家庭、地域社会に

おける 

学習環境・生活環境 等 

ス
ト
レ
ス･

不
安 

学
習
以
外
の
興
味
や
関
心 

無
気
力
・
無
関
心 

発
達
の
課
題 

等 
 

成功体験 

つ
ま
ず
き 背景 

要因 

支援 

行
き
づ
ま
る
・
止
ま
る 

解
決
ま
で
は
い
か
な
い 

結
果
が
間
違
っ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

で
き
な
い 

解決すべき課題 

よりよい解決 
根拠・理由の説明 

一般化 

劣
等
感
・
無
能
感 

 

できた・わかった 

 

 
綾瀬市マスコット 

キャラクター  

あやぴぃ 

≪家庭学習の取り組ませ方の工夫≫ 

            授
業
改
善 

 
 
 
 
 

     

一度学習したことが、時間の経過により薄れてしまう 

少し難度が上がると対応できなくなる 

漢字・ローマ字の読み書き 

四則混合計算、図形の体積 など 

 

  
 
 

 

 

 

 

授業での機会不足と活動の質 

判断の根拠や理由を明確に示し、自分の考えを述
べることが苦手である 

児童・生徒間で話し合う活動、自分の意見の発表 

考えやその根拠を記述する 

数学的に解釈・説明する など 

 

家庭学習のしかたがわからない 

目標を意識した学習や振り返りが足りない 

授業での目標の提示の定着 

学習内容の振り返りの充実 

 

家庭学習の時間の確保、内容の充実 

家での授業の復習の実施  など 

 

≪基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得≫ 

習得 → 活用 → 確実な習得 

詰め込むだけではなく、活きて働く知識･技能に 

≪思考力･判断力･表現力等の育成≫ 

 考える → 練る → 深める 

 

 

・既習事項を使って   ・根拠を明確にして    

・わかりやすく効果的に ・条件を満たして 

≪主体的に学習に取り組む力の育成≫ 

課題の発見 → 課題の解決 → 成功体験 

・見通しと振り返り ・学ぶ意義を実感させる 

方法（どのように） 

内容（何を） 計画（次は） 

時間の確保（いつ） 評価（どうだった） 

分量（どのくらい） 


